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Rotary Serving Humanity　人類に奉仕するロータリー

(山梨市長を訪問)
(根津記念館にて)

奉仕するロータリー活動 2016-17年度

会長 三 枝 照 二

2016-17年度国際ロータリー

会長ジョンＦ・ジャーム氏は

「人類に奉仕するロータリー」を

テーマに掲げました。

ロータリーは、111年の歴史

の中で、友人と出会い、地域社

会とつながり、目的意識を持ち、

人々との絆を育み、自らの職業を通じて社会に奉仕し

てまいりました。

ポリオ撲滅も残すはアフガニスタンとパキスタン2

カ国となり、私達の協力も世界の活動に一役買ってい

ます。2017年にもポリオが世界からなくなるかもしれま

れません。

私達はロータリー活動を通じて、世界や日本、ひい

ては地域にどのような奉仕活動が出来るかを考えて行

動する一年にしたいと思っています。

生子地区ガバナーは本年度の地区目標を10項目掲

げ、「ロータリーの一員である事は、そのための大き

な機会だ」と述べ、ロータリーを通じて社会に貢献す

る大きな機会であり、社会貢献への熱意を持つ職業人

が集うロータリー独自の力を生かせば目標も達成でき

ると言っています。

山梨ロータリークラブはあと数年で50周年を迎えます。

ロータリー活動を通じて楽しい一年にしたいと思っ

ています。皆様のご協力をよろしくお願い致します。

ミニレポート

◎青少年交換学生が山梨市に滞在中

フランスから青少年交換留

学生シルク・マリアンさんが

１年間の予定で８月に来日し、

高校１年生として学園生活を

送っています。

お互いの文化を少しでも分か

ち合えたら幸いです。

『きもの着て月見茶会や異国の娘』 渡辺多恵子
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ミニ情報

◎笛吹･山梨･塩山３ロータリークラブが
合同で例会と親睦会を開催
７月25日勝沼ぶどうの丘おいて、国際ロータリー第

2620地区ガバナー生子哲男さんを迎えて、３つのロー

タリークラブ合同で例会と親睦会を開催しました。多

くのロータリアンが参加して親交を深めました。

◎11月23日、乙女高原の草刈りに参加
「第17回乙女高原の草原を守る」（主催:乙女高原ファ

ンクラブ、山梨市、山梨県）が11月23日開催され、草原内

の枯れ草の刈り取りと運びだし、遊歩道のロープ回収

などのボランティア活動に参加しました。

◎親睦旅行で名古屋方面に
名古屋城、トヨタ産業技術記念館、リニア鉄道館を見

学しました。

また、久屋大通公園で開催されていた第2760地区主

催「第4回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ」にお邪魔

しました。

◎クリスマス家族会を開催
12月14日、フルーツパーク富士屋ホテルにて、総会

とクリスマス家族会を開催しました。

◎ポリオのない世界まであと少し
ロータリーは1979年、ポリオ（日本では小児麻痺と呼ばれていました）患者をなくすため、ワクチン投

与を始めました。1994年にアメリカ大陸で、2000年に西太平洋地域で、2002年にヨーロッパ地域で、2014

年にインドでポリオ根絶宣言が出されました。（野生株によるウイルス感染患者が３年間以上継続してゼ

ロを確認）

2016年は９月21日までのポリオ発症数は、パキスタン14件、アフガニスタンで９件、ナイジェリアで３件

にまで追い詰めています。２年目に新たな患者が出たり、激しい戦闘が続いている地域で発症が多いがワ

クチン投与に大変危険を伴うなど困難な状況もありますが、ゴールは「あと少し」です。

広報「歯車」第11号（平成 29 年 １ 月 15 日発行）




